
1/11

令和3年度　横浜市民ギャラリー 指定管理者業務評価表（自己評価・行政評価）

指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

B

写真家の田代一倫の写真作品3シリーズをB1階に、美
術家の百瀬文の映像や写真作品を1階に構成し、計95
点を展示しました。

□入場者数 3,000名 4274名 A

□関連企画　事業数

２事業 ３事業＋1協力事業 A

・8/5田代一倫×百瀬文対談（事前実施）
・9/25対談「身体の管理/抑圧と欲望の関係について」
（百瀬文×清水知子） 23名
・10/2対談「肖像写真とスナップショット」（田代一倫×倉
石信乃） 25名
※以上、いずれも収録データを期間限定でオンライン公
開。
・9/26、10/3、9協力事業「シュワー・シュワー・アワーズ」

□顧客満足度
4.0以上 4.4 A

□コレクション展2022　実施回数

年１回 年１回 B

所蔵作品より、モノクロームをテーマに版画、写真等54
点を展示。「線とかたち」「光と闇」「人がいる風景」「イマ
ジネーション」の4章と、特集展示「浜口タカシ－<北海に
生きる>より」を通じ、モノクロームによる表現の多様さや
豊かさを様々な視点で紹介しました。

□入場者数
2,000名 3635名 A

□関連企画　事業数

２事業 ３事業＋１協力事業 A

・2/26ワークショップ「凸凹（でこぼこ）で刷る版画・コラグ
ラフ」14名
・3/6,12鑑賞サポーターによるトーク　計31名
・3/12ハマキッズ・アートクラブ「横浜市民ギャラリーまる
ごと探検ツアー」7名
・3/1,5協力事業「シュワー・シュワー・アワーズ」

□顧客満足度
4.0以上 4.5 A

■「今日の作家展」の記録の整理
実施 実施 -

インターンと協働し、今日の作家展アルバム内写真の文
字データ化作業をおこないました。

□関連作家等へのインタビュー　実施数

1名 2名 A

「新・今日の作家展2021」出品作家の田代一倫氏、百瀬
文氏のインタビューを実施しました。

4 収蔵作品等の積極的な公開とアーカイブの実施
■ホームページにおける検索ページの公開、更新

実施 実施 -
収蔵作品検索ページにおいて、作品のサムネイル画像
の公開を開始しました。

□ホームページでの収蔵作品の紹介
12点 12点 B

作品解説とともに、『横浜画廊散歩』表紙掲載作品12点
をホームページでも紹介しました。

□収蔵作品の作家へのインタビュー　実施数

１名 1名 B

収蔵作家・北川健次氏のインタビューを実施し、コレク
ション展2022会場内で上映、同小冊子に掲載するととも
に、ホームページでも公開しました。

■学芸員等を目指す学生を希望に応じて受入れを
検討

実施 実施 -

①「子ども向け事業企画・運営事業」、②「コレクション管
理補助業務」、③「展覧会データベース構築補助業務」
の3活動で募集をおこない、7名の応募がありました。6
名を採用し、5名が最終まで活動をおこないました。

□特別支援学校インターン生　受入数

２名 1名 C

コロナ禍のため、学校でも慎重な姿勢があったことで、
希望者が少なく、1名のみの参加となりました。インターン制度の継続実施

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価

【成果】田代一倫の作品では、被写体と撮影者それぞれに固
有の、日常の流動的な輪郭を提示しました。百瀬文は5点の
出品作品を通じ、政治・文化的観点から、何気ない日常に存
在する身体性の問題を浮上させ、その意味を問うような視点
をもたらし、好評を得ました。初の試みである事前の対談収
録をはじめ、会期中のイベントについても期間限定のオンラ
イン配信をおこない、継続するコロナ禍における展覧会関連
イベントを広く発信することができました。情報保障のあるプ
ログラムを紹介・提供している団体〈手話マップ〉が対話型鑑
賞会「シュワー・シュワー・アワーズ」を、本展を鑑賞対象とし
て3回実施し、開催に協力しました。また、例年どおり展示風
景や対談の書起しを収録した記録集を発行し、展覧会アー
カイブや作家資料の充実に繋げました。年度末にはHPにお
ける動画アーカイブの広報のためバナーを作成、SNSでも取
り上げる等し、他のコンテンツも含め広報に努めました。

【課題】会期が短いため、来館が見込まれる層に確実に開催
情報が届くよう、広報のタイミング等に工夫が必要です。

【成果】今日の作家展の資料は多岐に渡りますが、展示風
景を収めた写真アルバムについて、内容を文字で記述する
作業をインターンと協働し、2冊分を実施しました。「新・今日
の作家展2021」出品作家2名のインタビューを収録し、会場
およびHPで公開しました。

【課題】「今日の作家展」の記録整理については付随資料も
膨大な数であることから、まずは目次を進める等公開に向け
た作業の整理、作業者の確保が必要です。

【成果】「モノクローム」という明快なテーマ設定、その多様な
魅力や奥深さを様々な切り口で伝える展示構成、見ごたえ
のある特集展示などが好評を得ました。まとまって紹介する
機会が少なかった版画と写真作品を中心に展覧し、当館所
蔵作品の魅力を新鮮な視点で提示することができました。出
品作家・北川健次氏（新規収録）および特集展示の浜口タカ
シ氏（過去収録）のインタビュー上映や、無料配布の小冊
子、鑑賞サポーター（ボランティア）による作品紹介シートや
トークなど、様々な鑑賞の糸口を用意しました。鑑賞サポー
ター活動では幅広い世代の方が協働し、コレクションの魅力
を生き生きと来場者に伝えました。また、中高年層に偏りが
ちなコレクション展来場者を拡大するため、小学生から参加
できる版画ワークショップや、小学生の館内探検ツアーを実
施しました。また、新・今日展同様に「シュワー・シュワー・ア
ワーズ」の開催に協力しました。

【課題】今年度はコロナ禍での来場者数目標を大きく上回り
ましたが、今後も子どもや若年層も含めたより広い層の方に
ご来場いただけるよう、来場者層を意識した企画や広報に
取り組みたいです。

2
収蔵作品を活用した展覧会の年１回以上の開催
コレクション展

3 「今日の作家展」のWEB公開を目的としたアーカイブの実施

Ⅰ文化事業目標 実績

1 自主企画展の年１回以上の開催

□新・今日の作家展2021　実施回数

年１回 年１回

１　発信性のある自主事業を
実施します。

【評価できる点】
・「新・今日の作家展」及び「コレクション展」を通して、市民の
皆さんに現代美術に触れる機会を提供しました。作家との対
談動画の公開や、イベントの収録データーをオンライン公開
するなどインターネットを通じた鑑賞環境の提供に努めた点
を評価します。
・２つの企画展を鑑賞対象として手話での対話型鑑賞会の
開催に協力しました。幅広い層の市民が鑑賞の理解を深め
る取組を推進しました。
・コレクション展では鑑賞サポーターによる展示解説の実施
を２年ぶりに実施しボランティアの活動を支援しました。
・「新・今日の作家展」では昨年に引き続き企画展の記録集
を発行しました。またホームページで事業や参加アーティス
トに係るアーカイブを公開し資料の更新に努めました。

・「横浜市こどもの美術展」は、コロナ感染症拡大防止の観
点から例年の開催方法を変更しました。例年、多くの来館者
があるため展示作品数を絞り、来館を予約制としました。企
画展の特性をふまえた対応を行い、コロナ禍での作品の発
表機会を創出した点を評価します。
・オンラインで予約を受け付けるシステムを導入し、利用者
の利便性を向上させました。
・年間を通し、新型コロナウイルス感染症の影響に対応し、
内容の変更等を再検討しながら事業を実施しました。工夫を
凝らし可能な範囲で市民の方の文化芸術活動を支援するた
めに尽力した点を評価します。
・昨年に引き続き地元町内会、伊勢山皇大神宮等との連
携、紅葉ケ丘５館連携事業に向けた調整等、地域との積極
的な連携を推進した点を評価します。引き続き連携の継続に
より、地元の活性化に寄与することを期待します。

【更なる取組を求める点】
・今後も新型コロナウイルス感染症の影響に応じて適切な手
法で事業を実施することが求められます。オンラインによる
配信や公開、ホームページやSNSでの情報提供を充実させ
る取組を継続することに加え、実展示についても状況に合わ
せた開催方法を検討し市民に文化芸術活動の機会を提供
することを期待します。
・特別支援学級の生徒の実習を受け入れ、就労支援を行う
とともに、選定時の提案にあるインターン制度の目的（将来
学芸員を目指す学生の実務経験、指導の場）を考慮した、積
極的な受入にも継続して取り組んでください。

5

【成果】ホームページ収蔵作品検索ぺージにおける作品画
像のサムネイル公開に着手し、計251点を公開しました。同
「今月の1点」では『横浜画廊散歩』掲載作品を解説とともに
12点公開しました。収蔵作家では「コレクション展2022」出品
作家より、北川健次氏に打診をおこない、インタビューを実
施しました。

【課題】サムネイルは作業時間を確保し、次年度以降も継続
して公開する必要があります。収蔵作品の紹介では、作品
解説に大幅な遅れがないように、執筆時間の確保・調整が
課題です。
【成果】①「子ども向け事業企画・運営事業」では「横浜市こ
どもの美術展」での運営補助や1月のワークショップ企画・運
営をおこない、事業を通じた研修の成果を企画に反映させ
実施ができました。②「コレクション管理補助業務」では作品
に関する基礎的作業や修復時の記録撮影等に携わり、学芸
的に有意義な内容を提供しました。③「展覧会データベース
構築補助業務」では、ホームページ「事業アーカイブ」公開用
データの準備を進め、入力データをもとにページの公開が実
現できました。また、展覧会アルバムや資料の整理も進めま
した。レポートやヒアリングで進捗やニーズの把握につとめ、
充実した活動をおこないました。

【課題】コロナ禍のためにインターン生同士が関わる場を設
けることが難しい活動がありました。

※実績のチェック欄（数値目標のみ記載）について：目標に対し＋10％超の実績→「Ａ」、目標に対し±10％内の実績→「Ｂ」、目標に対し－10％を下回る実績→「Ｃ」
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

□「フォト・ヨコハマ2022」との連携　事業数
１事業 - -

※「フォトヨコハマ2022」中止

□「YPAM2021」との連携（フリンジ会場提供）
実施 実施 -

ダンスと書道、ジャグリングのコンテンポラリーパフォー
マンス公演に会場提供しました（12月）。

7 鑑賞サポーターの育成及び活用

□コレクション展におけるサポーターの活用

年１回 年１回 B

育成研修４回(1/8・22、２/13・27)、トーク２回（3/6・12）を
実施。鑑賞サポーター９名が活動しました。

【成果】10代・20代の若い世代から高齢層まで、幅広い年代
より参加があり、グループワークを通じて切磋琢磨しながら、
それぞれの視点で来館者に親しみやすい作品紹介を行いま
した。
【課題】コロナ禍でも安心して参加できるよう、個々の事情に
応じた柔軟な対応が必要です。

□横浜市こどもの美術展2021　実施回数

年１回 年１回 B

子どもの作品募集対象を個人のみに限定して実施しま
した。

□入場者数

3,000名 1,974名 -

作品募集対象を個人のみとしたこと、また展覧会入場を
オンライン事前予約制としたことなど、感染対策の影響
で入場者数は目標を下回りました。

□出品数
300点 231点 -

コロナ禍では、例年出品している団体に個人応募への
呼びかけをしていただくのは難しく、出品数は伸びませ
んでした。□関連企画　事業数

１事業 ３事業 A

①ハマキッズ・アートクラブ作品展示　②「横浜市こども
の美術展 未来へつなぐHistory&Memory」展示 ➂おうち
でワークショップ「オリジナルメダルをつくろう！」（企画協
力・LITTLE ARTISTS LEAGUE)、8/18～「みんなの作品
紹介」動画公開

□顧客満足度 4.0以上 4.7 A

■テーマ部門 「スポーツ」部門 設置 設置 - 展覧会全体のテーマとし、企画の一体感を創出しまし
た。

□「横浜市こどもの美術展」思い出募集・展示　実施
回数

年１回 年１回 B

令和２年度より、半世紀以上の歴史ある展覧会の思い
出やメッセージをオンラインで募集し、展覧会場で展覧
会の歴史とあわせて紹介したほか、全文を掲載したリー
フレットを来場者に配布しました。

□親子対象講座　実施回数
年５回 年５回 B

感染症対策のため、例年年長児を対象とする講座を年
中～年中児の親子を対象に変更して実施しました。

□小学校低学年対象講座　実施回数
年３回 年４回 A

多文化共生を軸に活動するアート団体・LITTLE
ARTISTS LEAGUEを講師に迎え、日英バイリンガルの
講座を開催しました（低学年・高学年対象）

□小学校高学年対象講座　実施回数 年２回 年３回 A

□参加者数 100名 153名 A

□顧客満足度 4.0以上 4.9 A

□３館で事業連携し、講座内容や対象年齢を考慮し
た講座の開催や、申込受付方法等改善検討のため
の企画会議　実施回数

年１回 年４回 A
各館のコロナ禍での事業実施状況や運営について、情
報交換を行いました。

■３館での相互広報の体制作り
　 応募の落選者へ他館の講座を知らせる仕組みの
継続

実施 実施 -
応募の落選者へ他館の講座を周知しました。

11 親子講座の開催

□親子で造形を楽しむ講座を開催　実施回数

年５回 年９回 A

・ハマキッズ・アートクラブ　5講座
・8/16出張ワークショップ≪横浜・紅葉ケ丘まいらん協働
事業≫横浜能楽堂　伝統文化一日体験オープンデー
「アートハットづくり」
・12/5、8黄金町エリアマネジメントセンターとの連携企
画・親子向けワークショップ「オープンアトリエ　こうさくで
あそぼう！」
1/23出張ワークショップ≪横浜・紅葉ケ丘まいらん協働
事業≫「つくってあそぼう！横浜市民ギャラリーのアトリ
エがやってくる！」
・2/26コレクション展2022ワークショップ「凸凹（でこぼこ）
で刷る版画・コラグラフ」

【成果】ハマキッズ・アートクラブに加え、コレクション展では
関連イベントとして親子で参加できるワークショップを開催
し、コレクション展来場者層の拡大につなげました。また、地
域と連携した出張ワークショップ等に積極的に取り組み、家
族とともにアートを楽しむ機会を多数提供しました。
【課題】

12
横浜市芸術文化教育プラットフォーム『学校プログラム』への
協力

■横浜市芸術文化プラットフォームへの協力
　　学校プログラムの実施　　実施回数

年１回以上 年９回 A

積極的に協力し、3校全9回実施しました。 【成果】コロナ禍でも可能な内容を検討し、屋外や広い空間
で実施しました。
【課題】コロナ禍での打ち合わせや、急な時間割変更を想定
した調整への対応。

9
子どもの文化芸術の体験の場の提供と新たな取組
ハマキッズ・アートクラブ

10
横浜美術館、横浜市民ギャラリーあざみ野の子ども事業との
連携

２　次代を担う子どもの創造
性教育事業を実施します。

8 「横浜市こどもの美術展」の実施と新たな取組

【評価できる点】
・「新・今日の作家展」及び「コレクション展」を通して、市民の
皆さんに現代美術に触れる機会を提供しました。作家との対
談動画の公開や、イベントの収録データーをオンライン公開
するなどインターネットを通じた鑑賞環境の提供に努めた点
を評価します。
・２つの企画展を鑑賞対象として手話での対話型鑑賞会の
開催に協力しました。幅広い層の市民が鑑賞の理解を深め
る取組を推進しました。
・コレクション展では鑑賞サポーターによる展示解説の実施
を２年ぶりに実施しボランティアの活動を支援しました。
・「新・今日の作家展」では昨年に引き続き企画展の記録集
を発行しました。またホームページで事業や参加アーティス
トに係るアーカイブを公開し資料の更新に努めました。

・「横浜市こどもの美術展」は、コロナ感染症拡大防止の観
点から例年の開催方法を変更しました。例年、多くの来館者
があるため展示作品数を絞り、来館を予約制としました。企
画展の特性をふまえた対応を行い、コロナ禍での作品の発
表機会を創出した点を評価します。
・オンラインで予約を受け付けるシステムを導入し、利用者
の利便性を向上させました。
・年間を通し、新型コロナウイルス感染症の影響に対応し、
内容の変更等を再検討しながら事業を実施しました。工夫を
凝らし可能な範囲で市民の方の文化芸術活動を支援するた
めに尽力した点を評価します。
・昨年に引き続き地元町内会、伊勢山皇大神宮等との連
携、紅葉ケ丘５館連携事業に向けた調整等、地域との積極
的な連携を推進した点を評価します。引き+W23続き連携の
継続により、地元の活性化に寄与することを期待します。

【更なる取組を求める点】
・今後も新型コロナウイルス感染症の影響に応じて適切な手
法で事業を実施することが求められます。オンラインによる
配信や公開、ホームページやSNSでの情報提供を充実させ
る取組を継続することに加え、実展示についても状況に合わ
せた開催方法を検討し市民に文化芸術活動の機会を提供
することを期待します。
・特別支援学級の生徒の実習を受け入れ、就労支援を行う
とともに、選定時の提案にあるインターン制度の目的（将来
学芸員を目指す学生の実務経験、指導の場）を考慮した、積
極的な受入にも継続して取り組んでください。

【成果】定員を通常時の半数程度に減らしたほか、年長児対
象講座を親子講座に変更、導線の工夫、道具の個別用意、
手元カメラの使用など、十分にコロナ対策を講じ、安心してご
参加いただける環境を整えました。コロナ禍での開催を喜ぶ
声が多数寄せられました。
【課題】定員を減らしての実施が続く一方、申込は増加傾向
にあります。安全を保ちながらも、なるべく多くの方に参加機
会を提供できるよう、細かな調整や工夫が必要となっていま
す。

【成果】3館のアトリエ事業担当者で、度々情報交換の機会を
設けました。
【課題】横浜美術館が閉館中で実施プログラム数が少なく
なっているため、当館講座への申込がやや増えている印象
です。

【成果】フォト・ヨコハマは中止となりましたが、大人のための
アトリエ講座で、横浜を拠点とするアーティストによる写真講
座を実施しました。

6 横浜市の文化事業との積極的な連携

Ｒ３年度計画 実施状況

実績

１　発信性のある自主事業を
実施します。

評価項目

Ⅰ文化事業目標

（評価は前ページに記載）

評価
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

利用団体等が行う活動の支援の充実
　(１)利用団体への丁寧な相談・助言

■事前打ち合わせの実施
実施 実施 -

展覧会開催１か月前に事前打ち合わせを実施したほ
か、随時相談に応じ、展覧会終了までサポートしました。

■＜ヨコハマ・アートナビ＞「アートヨコハマ」「横浜画
廊散歩」での事前広報 実施 実施 -

■＜ヨコハマ・アートナビ＞への情報提供 実施 実施 -

□「アートヨコハマ」　発行回数

年３回 年3回 B

横浜市民ギャラリーの総合情報誌。自主事業、貸館事
業の紹介。横浜美術館や市民ギャラリーあざみ野等の
紹介も行いました。

□「横浜画廊散歩」　発行回数
月１回 月1回 B

市内約14の美術施設や画廊などの展覧会情報を毎月
お届けしました。

■ホームページでの展覧会の紹介
　　会期初日にホームページ上で公開

実施 実施 -

横浜市民ギャラリーを利用する全ての団体の展覧会期
初日に会場の様子を撮影し、ホームページで公開すると
ともにＳＮＳでも画像やハッシュタグを付ける等の工夫を
しながら発信し、広報に協力しました。

□つくって学ぶ　講座数

年７講座 年10講座 A

①4/14、21、28、5/5「着衣クロッキーAコース」
②4/30、5/7、14、21「和の装いを描く」
③6/3、10、17、24「着衣クロッキーB コース」
④9/4、11「はじめての日本画　絹に描く－若冲の彩色
に学ぶ」
⑤11/18、25、12/2、9「着衣クロッキーCコース」
⑥12/10「日本画（板絵）体験と横浜能楽堂見学
⑦12/11、18「はじめての日本画　絹に描く－若冲の彩
色に学ぶ
⑧1/14、21、28、2/4「着衣クロッキーDコース」
⑨2/11「ピンホールカメラ体験『視る』ことを考える」
⑩2/12「ピンホールカメラ体験『視る』ことを考える」

□きいて学ぶ　講座数

年３講座 年3講座 A

①-1：10/17「横浜市民ギャラリー＋神奈川県立音楽堂
連携企画　対話型ワークショップ「茶色の朝」を体験しよ
う」
②-2：12/4「かたづけたいけどとちらかしたい。」
③-3：3/13「アトリエトーク「絵のはなし」」

□参加者数
130名 203名 A

□顧客満足度
4.0以上 4.8 A

15

若手芸術家の活動支援 □U35 若手芸術家支援事業　実施回数

２展覧会以上 3展覧会 A

残念ながら、新型コロナウイルス感染症拡大のために、
開催チラシの配布まで行ったにも関わらず開催中止と
なった展覧会が1つありました。

【成果】今後の活躍が期待される若手作家の活動を支援で
きました。
【課題】当支援事業について、周知をさらに強化していきた
い。

■広報連携の実施

実施 実施 -

「横浜画廊散歩」や「アートヨコハマ」では横浜美術館の
事業をピックアップし、横浜市民ギャラリーあざみ野とは
それぞれの情報誌で相互に事業を紹介するなどして連
携しました。

■横浜美術館「市民のアトリエ」との連携講座 実施 実施 - 現代アーティストのトークを開催しました。

■横浜市の文化政策上重要な事業について、映像
情報等を交えたコーナーを設置し、広報する。 実施 実施 -

エントランス・送迎車内モニターでDance Dance Dance @
YOKOHAMA 2021の告知映像を放映し、併せてチラシを
配架して広報しました。

■空室情報の更新　実施状況 随時実施 随時実施 -

■会期初日での展覧会情報の紹介
実施 実施 -

□「アートヨコハマ」発行回数 年３回 年3回 B

□「ヨコハマ・ギャラリーマップ」　発行回数 年１回 年1回 B

□「横浜画廊散歩」　発行回数 月１回 月1回 B

市民参画等の協働の推進による美術振興の担い手育成
　(１)文化芸術の情報の場（＝情報コーナー）における発信の
工夫

■ポスター、チラシ、映像等による発信方法の工夫

実施 実施 -

　(２)自主企画展におけるボランティアの活用 □ボランティアの活用　回数

年１回 年２回 A

・「横浜市こどもの美術展」ワークショップ材料準備　３名
・コレクション展鑑賞サポーター　９名（のべ45名）

■関連施設とのネットワーク
　インターネット情報、印刷物の相互配布 通年 実施 -

□民間ギャラリーとのネットワーク
　「横浜画廊散歩」　発行回数 月１回 月1回 B

□民間ギャラリーとのネットワーク
　「ヨコハマ・ギャラリーマップ」　発行回数 年１回 年1回 B

■民間ギャラリーとのネットワーク
　展覧会のホームページへの掲載 掲載 実施 -

ＳＮＳでも発信しました。

■利用団体との交流
　貸館利用打ち合わせの実施 通年 実施 -

□ボランティアの活用
　コレクション展での募集（再掲） 年１回 年1回 B

□アーティストとのネットワーク
　大人のためのアトリエ講座　実施事業数 全５講座 13講座 A

ヨコハマトリエンナーレ2020に出品したアーティストなど、
現代アーティストを中心に講師に迎えました。

□アーティストとのネットワーク
　展覧会　実施回数（再掲） 年３回 年3回 B

□学校教育とのネットワーク
　アウトリーチ　実施回数（再掲） 年１回 年9回 A

小学校アウトリーチを3校9日間実施しました。（個別支
援学級他）

美術情報の提供及び広報の充実
　(１)横浜美術館との情報連携の強化

　(２)ホームページ、SNS等の活用による充実しタイムリーな情
報発信

　(３)広報誌の定期的な発行

17

４　創造活動を介した人々の
ネットワークを形成します。

18
関連施設、民間ギャラリー、利用団体、ボランティア、アーティ
スト、学校教育間での相互交流の実施

３　市民やアーティストの創造
活動支援を実施します。

13

（評価は前ページに記載）

　(２)利用団体の展覧会についての積極的な広報

文化芸術の体験の場としての講座等の実施
　（１）文化芸術の体験の場としての講座等の実施
        大人のためのアトリエ講座

16

14

【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止のためのガイドラ
インに沿った運営を行うため、ご利用者様と綿密な事前打ち
合わせを行い、コロナ対応にご理解いただけるよう、丁寧な
ご案内に努めました。
【課題】感染症対策の最も主要なものは「密を避ける」という
ことですが、たくさんの方に作品を鑑賞いただく施設として
は、本来あるべき姿とは逆のため、利用者様、ご来場者様
の中には、ご理解いただくのが困難なケースが多々ありま
す。

【成果】
これまでの人気講座(人体デッサン、日本画技法体験)を継
続し、新たな試みとしてピンホールカメラの制作から現像ま
で一日で体験する講座を開催しました。本講座には、定員を
上回る応募をいただき、新規ユーザーに対してアトリエ講座
を知って頂くことができました。また、県立音楽堂など近隣文
化施設との連携事業も複数企画し、様々な切口から新たな
講座を開催しました。
感染症対策のために、年間を通して定員を絞り、充分な対策
を講じたうえで創造活動の場を提供しました。コロナ禍にお
いても参加申込者数が多いことからも、創造活動に対する
ニーズは衰えていないことが分かります。初めて当館を利用
されたユーザーも多く、年間を通して幅広い層の新規参加者
を迎えることができました。

【課題】
講座申込状況の傾向から、紙媒体を見て申込む利用者も一
定数いらっしゃる事が分かります。半面、新規利用者はウェ
ブサイトでの申込が多いため、従来のチラシを使った広報も
行いつつ、講座の最新情報を正確且つ即座に伝えることが
できるよう、引き続きSNSを活用した情報発信も行う必要が
あると感じました。

【成果】横浜美術館のみならず、横浜市民ギャラリーあざみ
野の事業についても広報面で連携できました。また、横浜能
楽堂と連携企画で、講座を開催し、双方での広報連携の一
助としました。財団連携として、広く美術に親しんでいただけ
るための情報の裾野を広げることができました。

【課題】コロナ禍のため、展覧会情報の急な変更等には、紙
媒体では対応に限界があります。それを極力補うために、
ホームページでの情報更新を行っています。

【成果】新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めつつ実施
しました。

【課題】コロナ禍でも安心して参加できるよう、個々の事情に
応じた柔軟な対応が必要です。次年度は「横浜市こどもの美
術展」でのワークショップ運営活動の再開に向けて開催手法
等の検討が課題です。

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価

【成果】「横浜市こどもの美術展」では会場でのワークショップ
運営活動が中止となりましたが、「おうちでワークショップ」用
の材料準備をサポートいただきました。コレクション展での鑑
賞サポーター活動とともに、10代から70代まで幅広い年代の
参加があり、世代間交流の場となりました。
【課題】
次年度は「横浜市こどもの美術展」でのワークショップ運営
活動の再開に向けて開催手法等の検討が課題です。

利用団体の展覧会情報を市民ギャラリーの情報誌や
ホームページ上に掲載するとともにLOD化されている「ﾖ
ｺﾊﾏ･ｱｰﾄﾅﾋﾞ」へ情報提供を実施しました。

Ⅰ文化事業目標 実績
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チェック

B
□１～５室利用団体の利用調整　実施回数 月１回 月1回 B

■抽選会後の空き室　先着順に受付 実施 実施 -

■直前での利用申込み等に、安全を確認した上で
の対応 実施 該当なし - 直前での利用申し込みはありませんでした。

■利用団体からのアンケートを運営に活かすための
職員内での情報共有 実施 実施 -

□利用団体からのアンケート　回収率 80％以上 100% A

□施設スタッフ全員での定期ミーティング　開催回数
月１回 月1回 B

■展覧会開催・終了までの利用打ち合わせ・展示作
業及び展覧会期間中の運営サポートや広報面での
助言協力

実施 実施 -
利用者の経験等を鑑みながら、きめ細やかな運営サ
ポートを行い、利用者が安心して展覧会が開催できるよ
う支援しました。

□アンケート満足度
4.0以上 4.6 A

■「アートヨコハマ」への開催情報の掲載（再掲） 実施 実施 -

■会場風景のホームページでの紹介、展覧会情報
のFacebook・Twitterへの掲載 実施 実施 -

全ての展覧会の初日に会場風景を撮影し、ホームペー
ジで紹介しました。

■利用者ごとの柔軟な対応

実施 実施 -
展覧会をより円滑に充実して行えるよう、利用者ごとに
柔軟に対応しました。

　（４）エリアを通じた施設周知 ■５館連携事業など、近隣・コミュニティとのリレー
ションシップによりエリアを通じた施設周知を図るた
めの近隣・コミュニティとの連絡会の開催

実施 実施 - 近隣施設と定期的な会議を開催しました。

■広報連携

実施 実施 -

■空き室情報の共有

実施 実施 -

【成果】
利用団体にコロナ感染防止策にご理解いただけるよう、丁
寧な対応を心掛けました。
町内会・伊勢山皇大神宮・横浜成田山・横浜市従会館と情
報交換を密に行いました。
伊勢山皇大神宮への当館チラシラックの設置、町内会掲示
板へのチラシ掲示を通じ、自主事業の周知にご協力いただ
きました。
神奈川県立音楽堂・県立図書館・県立青少年センター・横浜
能楽堂・横浜市民ギャラリーで構成される５館連携事業≪横
浜・紅葉ケ丘まいらん≫では、各施設にて定期ミーティング
を行い協働事業を開催しました。当初参加を予定していた子
ども向けイベントの中止に伴い、急きょ会場や規模を縮小し
て実施しましたが、近隣住民を中心に、幅広い年齢層の
方々にクイズや工作ワークショップ、伝統芸能を楽しんでい
ただきました。また、来場者特典として新規に制作したオリジ
ナルグッズ「横浜・紅葉ケ丘まいらんさんぽ・クリアファイル」
を配布し、紅葉ケ丘エリアの広報に繋げました。
　また、昨年度は中止となった「野毛まちなかキャンパス」が
オンライン開講となり、うち１講座の講師を職員がつとめまし
た。

【課題】
地域文化施設のみならず、保育園や地域ケアプラザなど、
連携先を広げる予定にしていましたが、コロナ禍のため、今
後の課題となりました。（チラシの定期的な配布を実施）

【評価できる点】
・きめ細やかなコロナ感染症対策を講じたうえで、展示室及
びアトリエの施設提供をし、文化芸術活動の発表の場を提
供し、創作活動の支援を行いました。施設利用上のお願い
を作成し、貸出備品等の消毒の実施や、施設独自の看板等
を館内に設置し注意喚起を行うなど利用者様が安心して利
用できる環境づくりに努めました。
・他施設との連携事業についても、可能な範囲で事業を実施
しました。近隣施設で構成される「横浜・紅葉ヶ丘まいらん」
ではコロナウィルス感染症対策の観点からイベントの中止や
内容変更があるなかで、子どもを対象とした工作ワーク
ショップを開催しました。状況に応じた柔軟な対応により、市
民の皆さまに文化芸術活動に触れる機会を提供しました。
・適切な人員配置により、安定した施設運営が継続された点
を評価します。
・収蔵作品の管理について、ＩＰＭ手法を活用しながら実施
し、収蔵庫を含めた館内全体の環境維持に努めました。作
品のクリーニングや状況確認を速やかに進めた点を評価し
ます。
・個人情報の適切な取り扱いや、人権尊重に係る研修の実
施等、業務を適切に遂行したことを評価します。
・SNSを活用し、イベントの開催や作品の紹介を積極的に
行ったことを評価します。
・ホームページの収蔵作品検索ツールにサムネイル画像を
公開するなど、アーカイブの利便性の向上に努めました。

【更なる取組を求める点】
・収蔵作品について、適切かつ計画的な調査、修復、管理を
引き続き行うことを期待します。
・収蔵作品のデータベースの更新等を継続的に実施してくだ
さい。貴重な収蔵作品の活用と公開のため、引き続き画像
データの掲載を推進することを期待します。
・桜木町駅からの送迎サービスは定着が図られています。
今後も継続してサービス提供をお願いします。

Ⅱ施設運営目標 実績

１　創造活動の発表の場を提
供します。

1

公平・公正かつホスピタリティの高い貸出業務
　（１）多くの市民に利用してもらえるような公平・公正で、透明
性の高い施設貸出

□全展示室利用団体の抽選会　実施回数
年１回 年1回

　（２）利用団体への丁寧な相談・助言

　（３）利用団体の展覧会についての積極的な広報

　（５）横浜市民ギャラリーあざみ野との連携による情報提供

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

■施設情報の適切な発信による施設の認知度アッ
プへの取組 実施 実施 -

ホームページやＳＮＳで展覧会情報、自主事業情報、空
き室状況、送迎車情報を発信し、施設の認知度アップに
取り組みました。

■ホームページでの施設情報の周知

実施 実施 -

展示室・アトリエのバーチャルツアーをホームページに
引き続き掲載したほか、、新型コロナウイルス感染拡大
防止ガイドラインや来館の際のお願いなど、コロナ禍で
重要な施設情報については、動画を使用するなど、ホー
ムページで分かりやすいように工夫しました。

■全展覧会のFacebook、Twitterでの紹介
実施 実施 -

全展覧会を画像やハッシュタグ付きでFacebook、twitter
で紹介しました。

■利用案内による施設情報周知
実施 実施 -

コロナ禍での運用の変化にも対応できるよう、ホーム
ページでの案内の更新にも留意しました。

■積極的な施設貸出の営業

実施 実施 -

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、積極的な営
業をするには至りませんでしたが、ガイドラインについて
の丁寧な説明をしたうえでのご利用をお勧めしました。

■ホームページでの空き室情報の公開
随時 実施 -

ホームページで空き室情報を随時アップし、最新の情報
を提供しました。

■美術関係者・団体とのネットワーク拡大による個
別に営業をかけられる体制の構築 実施 実施 -

これまでの施設運営で蓄積した美術関係者・団体との
ネットワークを大切に運営につなげています。

■抽選・利用調整に外れた全利用者への代替案の
提案 実施 実施 -

抽選（利用調整）に外れた利用者に対しても、別日程で
の利用を提案するなど、施設の利用を促進するよう努め
ました。■利用希望日より６か月を切った展示室空室の個

人利用を可能とする運用 実施 実施 -
新規でのご利用実績4件ありました。

■U35 若手芸術家支援事業で、若手芸術家を支援
しつつ、展示室利用率向上を実現する

実施 実施 -

□来館者数
13万人 116,281人 -

□利用率　展示室 85% 79% B

□利用率　アトリエ
30% 56% A

■職員ミーティングでのお客様への対応の確認 随時 実施 -

■お客様へのアンケートの実施と共有 通年 実施 -

■苦情・要望の分析と共有 随時 実施 -

■速やかな対応と再発防止のための情報共有　実
施状況 随時 実施 -

■横浜市との情報共有 随時 実施 -

■改善事例のホームページでの公開

随時 実施 -

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、都度変更と
なったガイドラインをはじめ、コロナ対応関連のご案内表
記など、わかりやすい案内に努めました。また、新型コロ
ナウイルス感染拡大防止の一助となるよう、自主事業企
画の中でオンラインでもお楽しみいただけるコンテンツを
今年度も用意しました。

■町の美化や町内行事の参加だけでなく、共に施
設のPR等を行う 実施 実施 -

■宮崎町親和会での事業周知
通年 実施 -

町内会掲示板へのチラシ掲示により、自主事業の周知
に通年でご協力いただきました。

■伊勢山皇大神宮の参拝客へのアピール
通年 実施 -

伊勢山皇大神宮に当館のチラシラックを設置していただ
き、ポスター掲示とともに参拝客へのアピールを通年行
いました。

■成田山横浜別院との情報交換 通年 実施 -

■桜木町駅と横浜市民ギャラリー間で（車椅子利用
者等の利用にも配慮した）無料の送迎車の走行 実施 実施 -

新型コロナウイルス感染拡大防止の対策を充分にした
うえで、安心してご利用いただきました。

■展覧会に即した着実な運行 実施 実施 -

■館内、ホームページでの周知

実施 実施 -

年度後半には桜木町駅前交通広場改修工事に伴い、
一時的に送迎車乗り場が分かりにくくなったため、ホー
ムページに加えて現地での案内表記について横浜市と
協議し対応しました。

■運行データの収集 実施 実施 -

要望・苦情への適切な対応とその共有の実施

Ⅱ施設運営目標 実績

空き室の有効利用等の利用促進のための取組の拡充

4
利用率の向上と目標指標の達成
（令和３年度目標）　展示室：85％　アトリエ：30％

【成果】度重なる新型コロナウイルス感染拡大防止のための
ガイドライン変更なども、遅滞なくホームページで周知したこ
とに加え、利用団体へ電話をかけ直接ご案内するなど、丁
寧な情報発信に努めました。

【課題】ホームページは前年度末に新しく切り替わり、またス
マートフォン版も新調しましたが、まだ軽微な修正を引き続き
行っていく必要があります。

【成果】新型コロナウイルス感染拡大防止に努める中、積極
的な施設貸出の営業は時節柄ふさわしくありませんでした
が、安全に施設をご利用いただけることの周知には積極的
に努めたので、新規のご利用実績も複数ありました。

【課題】新型コロナウイルスの対処方法が、コロナ禍当初に
比べれば確立してきたとはいえ、「密を避ける」という対策は
変わらず、「集客して作品を観ていただく」施設としてのあり
方と相反する事態について、利用者も、施設スタッフも、仕方
ないとはいえ、受け入れがたい気持ちとなってしまうことがあ
げられます。

評価評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況

２　利用促進及び利用者サー
ビスの向上及びアイデアノウ
ハウの提案をします。

2 適切な施設情報発信等による認知度向上への取組強化

（評価は前ページに記載）

3

【成果】新型コロナウイルス感染症拡大のため、目標値を下
回る結果となりましたが、クラスターの発生はありませんでし
た。
【課題】利用者、来館者の協力なくしては感染防止策の徹底
はできません。

【成果】利用団体にはコロナ対応について丁寧なご説明に努
め、結果、新型コロナウイルス感染症に罹患したという事例
はありませんでした。
【課題】利用団体も、我々施設スタッフも、昨年度に引き続き
感染症防止策へ着実に取り組みましたが、利用者にとって
は、展覧会を中止すべきといった意見の方、確実な対応策を
とれば充分と考える人、逆にもっと緩くすべきと考える人な
ど、温度差も様々な中、ガイドラインをご理解いただけるため
には、丁寧な説明が必要です。

【成果】年末年始には、伊勢山皇大神宮への参拝客のため
に自宅から車両を出庫できなくなるエリアにお住まいの近隣
の方々のために、当館の駐車場を貸し出すことで、少しでも
地域の皆さまのお役に立つことに努め、さらには神社との連
携も深めています。
【課題】常日頃からの関係性が大切です。

【成果】コロナ禍以前とは異なり、送迎車の変則ダイヤや運
行自体がないなど、細やかに情報を掲出する必要があり、
ホームページでの周知を充実させて対応しました。お問い合
わせの電話には丁寧に対応しています。
【課題】横浜市民ギャラリー送迎車乗り場の表記を現地に出
すことができないので、説明が（とくにホームページを見られ
る環境にない方に対して）難しいです。

6
宮崎町親和会（町内会）や伊勢山皇大神宮、成田山横浜別院
との協力体制構築

7 送迎車の最適な運用の実施

5

令和2年度に比べれば激減したものの、年度を通して新
型コロナウイルス感染拡大を理由とする貸館展覧会の
開催中止（利用キャンセル）が続き、来館者数及び展示
室利用率は目標達成には至りませんでした。その一方
で、館内で飲食ができる部屋としてアトリエの利用が増
加したため、アトリエの利用率は目標を大きく上回りまし
た。
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

■作品の定期的な点検確認
実施 実施 -

作品の修復・クリーニング等の機会に対象作品やその
他の作品を点検し、記録を残しました。

□作品の棚卸　実施回数
年１回 ３回 A

作品外観における棚卸を、一部インターン生も協働して
実施しました。

□館内の継続的なIPM点検による庫内環境の維持

隔月
年１回

隔月
年1回

B

IPM点検は予定どおり偶数月に実施しました。また、年1
回の専門会社による全館点検を実施しました。パッシブ
インジケータ曝露方式による収蔵庫内の空気環境測定
も年2回実施しました。

■作品データベースの更新

実施 実施 -

作品点検や資料調査を通じて新たに判明した情報は、
逐次作品データベースに反映しました。また、修復を経
て状態がよくなった作品やポジフィルムの褪色が生じて
いる作品21点について撮影をおこない、広報等に使用
する画像データを更新しました。

■収蔵作家・作品関連資料収集、整理、調査、研究
実施 実施 -

随時収蔵作家や作品に関する資料・情報を収集、整理
しました。また調査・研究をおこないました。

■ホームページでの収蔵作品検索ぺージの公開、
更新（再掲） 実施 12点 A

作品データベースを更新した際は、ホームページ「作品
検索」ページにも反映・更新しました。また、新規サムネ
イル公開を開始し、251点を新たに公開しました。

□コレクション展　実施（再掲） １回 1回 B

□ホームページでの収蔵作品の紹介　紹介点数（再
掲）

12点 12点 -

■作品修復・クリーニング　実施（再掲）
実施 実施 -

2点の業者による修復、2点の一部自前クリーニングと並
行した業者修復、6点の自前クリーニングをおこないまし
た。

■資料情報、作品の貸出、展示、修復等の履歴に
ついての整理、調査、データベースの更新（再掲） 実施 実施 -

資料情報、作品の貸出、展示、修復等の履歴について
整理し、不足情報等は調査の上データベースに反映・更
新しました。

□コレクション展　実施回数（再掲） １回 1回 B

□ホームページでの収蔵作品の紹介　紹介点数（再
掲）

12点 12点 B

■ホームページでの収蔵作品検索ページの公開、
更新（再掲） 実施 実施 -

■人材配置
　館長：１名、事業・運営管理責任者：１名、学芸・事
業担当者：４名、施設運営担当者：４名、施設管理責
任者：１名、施設管理副責任者：３名、施設管理担当
者：１名、警備チーフ：１名、警備担当者：５名、清掃
チーフ：１名、清掃担当者：３名、常勤アルバイト：２
名、短期アルバイト：２名

配置 配置 -

館長：1名、事業・運営管理責任者：1名、学芸・事業担当
者：4名、施設運営担当者：4名、施設管理責任者：1名、
施設管理副責任者：3名、施設管理担当：1名、警備チー
フ：1名、警備担当：5名、清掃チーフ：1名、清掃担当：3
名、常勤アルバイト：2名、短期アルバイト：2名

■勤務体制
　 ローテーション体制
　 主催事業や貸館内容に応じ、勤務体制を調整し、
柔軟に対応する。
　 事務室スタッフ　原則３名以上
　 設備管理スタッフ
　 　開館時：設備１名、警備２名、清掃２名　５名以
上
　　 閉館時：設備１名、警備２名　３名以上

実施 実施 -

勤務体制
　 ローテーション体制
　 主催事業や貸館内容に応じ、勤務体制を調整し、柔
軟に対応しました。
　 事務室スタッフ　原則常時3名以上
　 設備管理スタッフ
　 　開館時：設備1名、警備2名、清掃2名
　　　　　　計5名以上配置しました。
　　閉館時：設備1名、警備2名
　　　　　　計3名以上配置しました。

□定例会の実施　実施回数

月１回 月１回 B

□研修　実施回数

年２回 年8回 A

４　運営組織の構築及び組織
的な運営をします。

10 適切な運営組織体制と人材の配置

11

【成果】作品および収蔵庫について、IPMを取り入れた管理を
引き続きおこないました。作品の点検や棚卸、修復・クリーニ
ング、収蔵作家や作品関連資料の収集・調査・研究、データ
ベースの更新、撮影等を随時おこないました。作品の棚卸で
は、インターン生と協働することで教育的に実践の場を提供
する役割を果たすことができました。作品修復・クリーニング
においては処置ペースを上げるために職員による自前ク
リーニングが可能な作品を専門家による調査の上拡大し、
自前処置を開始しました。従来修復はB1展示室を利用しお
こなっていましたが、同調査では収蔵庫内で処置可能な作
品も洗い出し、次年度以降の修復・クリーニング計画にも着
手しました。2019年1月に改正された著作権法第47、および
全国美術館会議を中心として作成されたガイドラインを受
け、ホームページ「収蔵作品」検索ページにおいてサムネイ
ル画像の公開を開始し、251件を新たに公開しました。本件
においてもインターン生が参画しました。
【課題】
上述したように収蔵作品や関連する資料の管理や公開に
は、状況を把握し作業内容を提示・確認する者のほか、作業
者の手が必要です。教育や実践の機会の提供には繋がりま
すが、応募人数が不定なインターン生に作業を頼っている状
況は本来望ましくないといえます。

【成果】コレクション展やホームページでの作品の紹介は予
定通り実施しました・ホームページの「収蔵作品」検索ページ
ではサムネイルの公開を開始しました。
【課題】棚卸等で判明した情報について、過去の写真データ
整理等追いついていない部分がありますが、充分な作業時
間の確保が難しいです。

【成果】各部署でのミーティングや全体会議で、課題や取組につい
て議論することで情報共有するほか、外部研修の内容を共有し、
全スタッフの施設運営に対するスキルアップができました。
【課題】
・人事異動や有期雇用職員の期限に伴う人材の確保が課題で
す。平素よりスタッフ間でのお客様対応等の情報共有や業務の
ローテーションで個々の経験値を高めることにより、スタッフのス
キルの平準化を図り、常時高いレベルの利用者サービスを提供で
きる施設運営の保持に向け取り組みます。

３　市民ギャラリー所蔵作品
の適切な収蔵、保管、調査、
研究、発表、活用、展示をしま
す。

8
収蔵作品の適切な収蔵、保管、調査、研究、発表、活用、展示
の実施

組織内の情報共有及び主要人材の能力担保
組織的な施設運営のための職務の効率化や職員間の情報共
有、業務改善のための会議を定期的に実施すると共に、職員
の能力担保のためOJT及び定期的な研修等を実施

（評価は前ページに記載）

9
資料情報、作品の貸出、展示、修復等の履歴についてのデー
タベースの継続的な充実及び台帳の継続的な管理と収蔵作
品の公開の実施

Ⅱ施設運営目標 実績

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価

【成果】事業・管理面とも適切な人材配置ができ、確実な施
設運営ができました。

【課題】
利用がある限り、シフトを薄くすることはできず、国が求める
在宅勤務者数の割合を増やすことは困難です。
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

12

個人情報保護についての取組
・個人情報は規定及びマニュアル等に基づく適切な取り扱い
・具体的な業務についてルール化し、研修や定期的なミーティ
ングによるスタッフの個人情報取扱いに対する意識の向上
・メールやFAX、郵便物の送付時の個人情報漏えいの防止
・個人情報の適切な管理の徹底

□過失による個人情報流出事故ゼロ

０件 0件 B

個人情報は施錠しての保管やパスワード等、規定やマ
ニュアル等に基づいた取り扱いを行いました。コンプライ
アンス委員を中心に研修や情報共有を実施しました。

■規定に基づく適切な対応 実施 実施 -
■事業計画書及び事業報告書のホームページでの
公開

実施 実施 -

■全ての人に開かれた施設として人権に配慮した
運営や接遇の実施 実施 実施 -

研修への参加や事例の共有を通じて、人権に配慮した
運営や接遇を実施しました。

□横浜市主催の人権講習への職員の参加、　職場
内の研修についても人権尊重の意識を高める取り
組みを実施。

年１回 年１回 B
横浜市主催の人権研修を各自オンライン受講すること
で、人権尊重の意識を高めました。

■環境への負荷の低減を意識した省エネルギー
化、省資源化 実施 実施 -

全職員が環境への負荷の低減を意識し、業務に支障の
ない範囲で省エネルギー化、省資源化に努めました。ま
たデマンド監視装置を活用し、効率的な省エネを実現し
ました。■「市役所ごみゼロ」「横浜市脱温暖化行動方針」

「ヨコハマ３R（スリム）プラン」に基づく施設管理 実施 実施 -

□施設内での空気環境測定　２か月に１回実施 １回/２か月 年6回 B

16 市内中小企業優先発注についての取組

■物品購入・委託等の、特別な専門性が必要な理
由がある場合を除き、横浜市の「物品・委託有資格
者名簿」に登録された企業への発注 実施 実施 -

業務に支障がない限り、横浜市の「物品・委託有資格者
名簿」での登録業者に委託・発注しました。複数の振込
口座を持つ相手先には横浜市内に本支店を持つ口座を
優先的に使用しました。

15 環境への配慮に関する取組

評価

Ⅱ施設運営目標 実績

５　本市の重要施策を踏まえ
取り組みます。

（評価は前ページに記載）

13 情報公開についての取組

14 人権尊重についての取組

実施状況評価項目 Ｒ３年度計画

【成果】
研修やミーティングを通じてコンプライアンスの取組や、危機
管理についての知識や意識を共有し、職員全員で取り組む
ことができました。

【課題】
今年度もコンプライアンス事故等ありませんでしたが、気を
緩めることなくコンプライアンスや危機管理に継続的に取り
組みます。指定管理者事務局本部では、毎月１回コンプライ
アンス委員会を開き、コンプライアンスに関する具体の事例
について検討しました。今後も継続してその検討内容を全ス
タッフに共有することで、日常の業務の危機管理に備えま
す。
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

-

■施設（建築物）、設備及び備品の破損、不具合等
の異常時の利用者の安全の確保、施設の運営に支
障をきたすことのない適切な措置、速やかな報告の
実施

実施 実施 -

□設備の過失による運転停止事故ゼロ ０件 ０件 B

■施設の状態を常に清潔に保ち、利用者が快適に
利用できる管理の実施

実施 実施 -

施設の状態を常に清潔に保ち、利用者が快適に利用で
きるような管理を実施しました。展示室の壁面は定期的
な専門施行業者によるメンテナンスの実施に加え、当館
スタッフによるリタッチを実施し、経費節減をしつつ展示
壁をより良い状態に保つよう努めました。

□アンケートでの快適評価 4.0以上 4.6 A
□施設ハード面での過失による事故ゼロ ０件 ０件 B
■設備管理業務日誌での日常点検の通年の記録と
共有 実施 実施 -

■備品の適切かつ良好な状態での管理 実施 実施 -
■廃棄物の排出量を把握し、減量や分別・リサイク
ルへ努める

実施 実施 -

■空調管理の実施
室温22℃（±3℃）

湿度53％（±3％）

目標通りに温湿度
管理達成は2カ月

C

各種機器のデータを確認しながら手動での空調管理を
おこないましたが、空調機の能力問題もあり、適切な温
湿度を維持できなかった日が多くありました。

■収蔵庫内及び収蔵庫周辺の定期的な清掃、必要
に応じた館内・備品も含めた清掃と簡易消毒の実施 週1回

適宜
週1回
適宜

B

収蔵庫は定期的に清掃しました。また、IPM点検結果を
受け館内の適宜消毒や追加清掃をおこない、環境維
持・向上につとめました。

■施設管理に対する全職員の意識の向上
実施 実施 -

情報共有のほか会議で取り上げるなど、施設管理に対
する全職員の意識の向上に努めました。

■全職員及び横浜市との情報の共有
実施 実施 -

修繕に関する施設内での情報共有のほか、モニタリン
グや設備トラブル報告書を通して横浜市と情報共有をし
ました。■全修繕履歴の年度毎のデータ化 実施 実施 -

6
保守管理の専門技術を活かした、迅速かつ臨機応変な突発
修繕への対応

■保守管理の専門技術を活かした、突発修繕への
速やかな対処 実施 実施 -

豊富な経験を有する共同事業体の専門職員を中心に、
突発的な修繕を必要とされる場合でも速やかに対処し
ました。

7 多角的視点からの小破修繕箇所の早期発見

■定期点検や日常点検、横浜市の施設管理におけ
るガイドラインに沿った点検・報告等の実施による修
繕必要箇所の早期発見・対応

実施 実施 -

■警備専門スタッフと機械警備による万全の警備体
制の実施

実施 実施 -

■業務の基準に基づく警備の実施と利用者の入退
出の適切な管理

実施 実施 -

□過失による事故ゼロ ０件 0件 B
　(２)関連法規等の遵守 ■業務を遂行する上での、定められた関連法規等

の遵守
実施 実施 -

■警備計画書及び巡回警備計画書の作成とそれに
基づく警備業務 実施 実施 -

■警備スタッフによる警備及び機械警備の業務日
誌の作成と共有

実施 実施 -

　(４)施設内外への防犯対策の実施 ■警備スタッフによる施設の駐車場だけではない周
辺道路への防犯対策の実施 実施 実施 -

近隣の防犯対策の実施や交通状況への対処など、周辺
道路に対しても対応し、地域の一員としての責務を果た
しました。

■救急セットやAEDの完備 実施 実施 -
■AED取扱い研修未受講の新配属スタッフ等対象
に実施 実施 実施 -

全スタッフがAEDの取り扱い方やその重要性について理
解している体制を作りました。

■毎日のAEDのセルフメンテナンスチェックの結果
確認 実施 実施 -

■職員による施設内巡回による衛生管理の徹底 実施 実施 -
■新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのガ
イドラインを守る 実施 実施 -

横浜市からのガイドライン変更指示に迅速に対応し、ご
利用者への丁寧な説明につとめました。

■新型コロナウイルス感染者が出た場合は迅速に
保健所に届け出、適切な対応をはかる

実施 実施 -
横浜市と連携を密にし、対応しました。

■常時マスク装着の徹底、密の回避、可能な限りの
換気実施 実施 実施 -

網戸を取り付けてある窓を開けるなど、換気能力の向上
を図りました。

■感染症予防のための掲示の実施や消毒液の設
置 設置 実施 -

新型コロナウイルス、インフルエンザ等の予防のための
掲示を実施し、体温測定器、手指用消毒液等を設置し
ました。

■感染症への留意と異常時の迅速な対応 実施 実施 -
■汚物の処理にあたっての準備及び処理時の手
袋・マスクの装着の徹底 実施 実施 -

　(３)警備計画及び報告書の作成と適切な報告の実施

　(５)救急セットやAED等の設置と十分な研修の実施

9 新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ等の感染症対策

２　小破修繕へ取組みます。

5 効果的な小破修繕への取組

【成果】
管理スタッフによる日常点検や運営スタッフによる巡回を通
して、修繕個所の発見や早期の対応を行い、施設の長寿命
化及び館内サービスに影響の出ない施設運営に努めまし
た。

【課題】
経年劣化等修繕の必要な箇所が今後一層増えてくると思わ
れます。情報収集しつつ、対応を考えながら早期の発見や
速やかな対処を行います。

３　事故防止体制・緊急時（防
犯）の対応・感染症対策等衛
生管理を行います。

8

事故防止体制・緊急時のための方針と対策
　(１)警備スタッフ及び機械警備による切れ目のない万全の警
備体制の実施

【成果】
事故防止体制・緊急時のための方針と対策として警備専門
スタッフ及び機械警備による警備体制を敷くとともに、日頃
から連絡・報告体制を整えました。新型コロナウイルス感染
拡大防止策については、横浜市からの通達に沿ったガイドラ
インを策定し、ご利用者や来館者、施設スタッフの安全確保
を第一に運営を行いました。

【課題】
文化庁の補助金（感染対策）を利用して、感染対策に必要な
ものを調達しましたが、令和3年度内にコロナが収束すること
はなかったため、引き続きコロナ対策用の物品を調達してい
く必要があります。

【評価できる点】
・年間を通じて適切な維持管理を実施し、施設原因の事故
等の発生件数がゼロ件であった点を評価します。また、利用
者アンケートでの快適評価が目標を上回っており、施設の状
態を常に良好に保ち、安全かつ快適な施設環境を提供する
ことができました。

【更なる取組を求める点】
・引き続き良好な施設の維持管理に努めてください。また、
施設・設備の不具合箇所が発生した場合には、適切な小破
修繕の実施を行うとともに、関係各所との情報共有を行う
等、継続して施設の長寿命化に努めてください。
特に、本施設特有の課題に対してはこれまで培った経験等
をさらに活用することを期待します。

2 施設の安全・安心・快適環境維持と長寿命化対応の実施

3 保守点検、備品管理、環境維持の実施

4 収蔵庫の適切な管理の実施

実施 【成果】共同事業体である強みを活かして、コロナ禍であって
も、施設の安心、安全、快適環境を維持しました。アンケート
での快適評価は4.5と高い評価に繋がりました。

【課題】収蔵作品の適切な管理のためには、施設管理スタッ
フが施設内の状況を鑑みながらこまめに手動で空調機器を
コントロールするなどの収蔵庫の温湿度管理と、専門家の
助言や指導を受けたＩＰＭ（総合的有害生物管理）の継続的
な実施が今後も必要です。特に収蔵庫の温湿度管理につい
ては人的コントロールを行う必要があります。
収蔵庫の問題以外にも、地下1階展示室のパネル裏のカビ
の問題、ドライエリアでの鉄骨の爆裂、1階エントランスの床
のひび割れ（地盤沈下）、1階排水口からの逆流、等の問題
が発生しています。今後も引き続き、横浜市との情報共有も
密にしながら、施設の長寿命化を図ります。
毎年実施していた展示壁面メンテナンスについては、次期指
定管理においては、その費用分担につき、横浜市と協議が
必要な事項となります。

評価

Ⅲ維持管理目標 実績

１　施設、設備の維持保全及
び管理をします。

1
PDCAサイクルに基づく、計画的で高水準な施設管理業務の
実施

■施設・設備について高水準で効率的な定期点検
及び日常点検の実施

実施

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

■緊急時の対応の明確化 実施 実施 -
■緊急連絡網の作成と市への提出 実施 実施 -

■関連法規に基づいた届出等の実施 実施 実施 -
■日頃からの危機意識の向上

実施 実施 -

シフト体制であっても瞬時に災害に対処できるように、出
勤者の記名ボードに、災害時の役割を毎日明示するこ
とで、常に各自の役割が分かる工夫をしています。

■全スタッフへ対象の訓練の実施 実施 実施 -
□危機管理マニュアルに基づくスタッフの消防訓練
実施回数

年２回 年２回 B
■自衛防災組織の設置と継続的な防災訓練の実施 実施 実施 -
■町内会と防災関連の協議を行い、地域社会での
責務を果たす 実施 実施 -

■関連法令、条例、業務の基準に基づく来館者の
安全確保を最優先とした適切な対応 実施 実施 -

消防・防災訓練を実施したほか、地震発生時には館内
点検を実施しました。また新型コロナウイルス感染症拡
大に対してはガイドラインに準拠した対応を行いました。

■情報管理の一元化及び適切な報告 実施 実施 -
■二次災害の発生防止措置の実施と、横浜市等と
の協議の上での適切な対応 実施 実施 -

新型コロナウイルス感染症については、横浜市との協
議のうえで、対策を実施しました。

■非常用簡易トイレ、飲料水、非常食、毛布等の備
蓄 実施 実施 -

■適切な情報収集による来館者や職員、施設の安
全確保のための取組 実施 実施 -

■災害鎮静後の危機管理マニュアルに基づく適切
な対処と原状復旧体制の確保 実施 実施 -

【成果】
消防訓練では、少人数体制を想定しての訓練を行いました。
シフト勤務の中でも、迅速な対応ができるように、毎日、自衛
消防団の役割を自覚できる仕組みつくりを引き続き行いまし
た。新型コロナウイルス感染拡大防止のために、お客様の
安全はもちろんのこと、お客様を受け入れる側である我々職
員も、シフトが組めなくなるような事態を避けるべく、各自の
危機管理能力を高め、感染防止に努めました。

【課題】
いつ起こるか分からない災害と同様、感染症の脅威も予測
不可能です。1名の罹患者が出てもカバーできても、複数名
の罹患者が同時に出るような場合には単館のみでの対応で
は困難が予想されます。

11 平常時の防災対策

12 災害発生時の取組

13 帰宅困難者一時滞在施設としての準備等の災害時の取組

４　防災に関し取り組みます。

10 緊急時の連絡体制・役割分担

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価

Ⅲ維持管理目標 実績
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指定管理者提案（要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価
チェック

-

2 利用率の向上による利用料金収入の増加への取組

□利用料金収入（駐車場を除く）

985万円 1,004万円 B

新型コロナウイルス感染症拡大のため、キャンセルが発
生しましたが、昨年度に比べると少なく、利用料金収入
の最終的な実績値は目標額を上回りました。

3 周知等による駐車場の利用料金収入の増加への取組
□駐車場利用料金収入

100万円 163万円 A
展示室の利用率が持ち直してきたことと、搬入日の駐車
場利用については、優先枠利用はそのままに、有料化
したことで、大きく増収となりました。

□助成金・協賛金
50万円 0円 C

□広告料
60万円 62万円 B

　昨年度から新しく増やした広告スペースを継続して確
保し、多くの広告主に継続して掲載いただけたことで、
目標を上回る広告料収入となりました。

□大人のためのアトリエ　講座料収入
81万 90万円 A

定員を上回る申込があったため、キャンセル時、繰り上
がり当選者にスムーズに案内ができ、定員割れがあり
ませんでした。結果、目標を上回る講座料収入となりま
した。□ハマキッズアートクラブ　講座料収入

18.5万 17万円 B
当初見込んでいた新型コロナウイルス感染拡大状況の
好転時の定員増員がかなわず、受講料収入は目標を下
回りました。

6 自動販売機の販売収入の増加への取組

□自動販売機販売売上手数料収入額

16万円 11万円 C

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、館内では
水分補給以外原則飲食禁止のため、来館者層を予測し
ながら販売内容を決定しましたが、目標額は達成できま
せんでした。

■横浜市に準じた経理規程に基づいた、支出を最
小限に抑える取組

実施 実施 -

■事務用品の再利用化の推進 実施 実施 -
■広報物の発送の効率化による経費の削減 実施 実施 -
■計画的な経理処理による手数料の削減 実施 実施 -
■施設・設備の効率的な運用による経費削減 実施 実施 -
■施設・設備の現状把握と修繕計画による支出の
平準化と修繕費の抑制 実施 実施 -

■早期の修繕実施による長期における経費削減 実施 実施 -
■職員の業務の効率化への意識を統一するための
職員会議や面談

実施 実施 -

■業務の発注へのコスト意識及び職員の超過勤務
削減による経費削減

実施 実施 -

■作家や講師との協働での事業企画による経費削
減

実施 実施 -

作家や講師に事業の趣旨や意義を伝え共感していただ
くことで、経費の工夫など経済的にも協力していただき
ました。また講座で必要な備品を当財団内から借用した
り、横浜美術館休館に伴い不要となった講座材料を当
館で再利用したりするなど経費削減に努めました。

■企業からの現物協賛の受入れ等による経費削減
実施 未実施 -

企業に協賛依頼を検討しましたが、実現には至りません
でした。

特記（提案事項要旨） 達成指標 目標 説明 自己評価 行政評価

1

【成果】

【課題】

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況 評価

３　経費削減等効率的運営の
努力

7 発注及び事務の効率化等による経費削減

【成果】
事務の効率化により超過勤務を抑制しつつ、コロナ禍でに
あっても適切な施設及び設備管理を実行するととともに、経
費削減に努めることができました。

【課題】
天候等の外的要因に大きく左右されやすい光熱水費の執行
管理が課題。さらにコロナ禍により、換気を充分に行う必要
があることで、より一層外的要因に左右されがちとなる中、
適切な管理を行っていく必要があります。

8 適切な施設及び設備管理による経費削減

9 職員の業務の効率化による経費削減

10

その他 実績

【成果】
・新型コロナウイルス感染症拡大のために、収支の先行きが
見通せず、かじ取りに苦労しましたが、赤字決算を避けるこ
とができました。
【課題】
・新型コロナウイルス感染症拡大のために、コロナ禍以前で
通用していたものの見方や考え方やはそのままでは役に立
たないものとなりました。今後も感染状況をにらみつつ、精緻
な執行管理に努めてまいります。

【評価できる点】
・自主事業の企画にあたってはコロナ感染症対策の影響に
より当初の計画から変更を余儀無くされました。また、事業
収入についても見通しのつかない時期が長くありました。そ
のような状況においても、収支バランスの調整に努めた点を
評価します。

【更なる取組を期待する点】
・今後も文化芸術の拠点として、質の高い自主事業展開を
持続するために、収支バランスにも配慮した企画立案及び
管理業務を行ってください。

展覧会や講座等の事業にかかる経費削減

２　指定管理料のみに依存し
ない収入構造

【成果】
新型コロナウイルス感染症拡大による利用率の減少は、昨
年度に比べれば持ち直したと言えます。そのため、収入は昨
年度に比べると大幅に改善し、目標金額を上回りました。

【課題】
新型コロナウイルス感染症が収束しない限り、コロナ禍以前
の利用料収入を得ることは困難です。4 助成金・協賛金（広告料収入）の獲得

5
周知等による講座料収入の増加への取組
周知等により事業参加者数の増加を目指す

実施
１　収支の適切な構造及び収
支バランス

1
（収支予算書及び報告書）
■適切な収支構造、収支バランスの確保

実施

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況

・新型コロナウイルス感染防止対策等のために、貸館利
用のキャンセルが発生したものの、前年度よりは抑えら
れており、利用料収入は目標額を若干上回りました。自
主事業については大人講座収入、広告料収入が目標を
上回りました。

評価

Ⅳ収支 実績
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特記（提案事項要旨） 自己評価 行政評価

1

　令和３年度は、新型コロナウイルス感染症拡大のため、第３期
指定管理期間が1年延長され、最終年度の6年目にあたることとな
りました。新型コロナウイルス感染症拡大も２年目となり、これまで
の経験を活かしながら、安心安全な運営を行いつつ、「文化芸術
活動拠点としての機能の強化」「市民文化活動や創造活動に対す
る支援の強化」「次世代を担う人材の育成の強化」といった３つの
基本方針に沿って取り組みました。
　自主事業では、昨年度実施を見送った「こどもの美術展」をコロ
ナ禍でも安全に行うべく随所に工夫を凝らして実施しました。「新
今日の作家展」ではコロナ禍に生きる我々に響く展覧会を、「コレ
クション展」では当館の豊かなコレクションを多くの方にお楽しみい
ただけました。大人講座もハマキッズも、定員を大きく上回る申込
があり、コロナ禍だからこそ、文化芸術が求められていることが窺
えます。
　貸館利用については、新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、利用団体にご理解とご協力を求め、丁寧な応対を心がけまし
た。
　インターンやボランティアといった次世代育成のための取組は、
新型コロナウイルス感染拡大防止に努めつつ活動していただくこ
とができました。
　設備面では、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、換気
などが必要で、昨年度に引き続き外気温湿度に注意を払う管理が
求められました。また、これまでも問題となってきた収蔵庫の空調
設備の不具合、地下1階展示室パネル裏のカビ問題以外にも、ド
ライエリアでの鉄骨の爆裂や、地下1階の階段下収納の問題な
ど、新たな検討事案が発生しました。引き続き横浜市と協議しつ
つ、安全な運営に努めてまいります。

・コロナ感染症対策の影響により未経験の状況のなか、消
毒等の施設管理及び事業に係る様々な調整について、丁寧
に対応しました。今後とも施設運営に係る経験を生かし、状
況に合わせて実施可能な方法を検討しながら、利用者に文
化芸術に触れる機会を提供してください。
・コロナ感染症の影響下において、オンライン配信を利用し
た企画やSNS等での情報発信などの充実が求められていま
す。引き続き可能な範囲で検討を進めることを期待します。
・収蔵作品の状況確認や、データベースの情報更新、施設
内の小破修繕等を適切に進めることを期待します。
・令和２年度から実施している近隣施設との連携事業につい
ても継続的に取り組み、市民ギャラリーの事業の幅が広が
ることを期待します。

評価

総括 達成指標 説明

評価項目 Ｒ３年度計画 実施状況


